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に消してしまうなど母子間の緊張は高まる一方であった。Ｍ子

小児聯脳

郡

小林隆児

33(3)：395-399.2010

KobayashlRyuji大正大学人間学部臨床心理学科教授・くじらホスピタル

＆

、

熱

に
，
あ
る
も
の

は畑可，メモを２階に渡していた斌その内容はいつも変わるこ
となく，「まわりの人はちょっときれいに見える｣｢いつもやさし
い声で話してください｣など容姿と人の声に対するとらわれで
あった。・

小学生のころから似顔絵を描くのがとても上手で評判の子で
あったがＩ帥端がM子に自分通理想の人物像を描くように依頼し

』H淵

M子の容姿へのとらわれと母子間の緊張の高まり

家庭内でのＭ子の衝動的行動はその後しばらく続いた｡夜中に，
寝ている母親に突然叩きかかる，テレビの飾町をいやがり．すぐ



ても，「描けない｣とT了って拒否していた伽９１可)。ロ線が気にな

あの弥､，まな板に刻印された魚のマークのついた而をいつも喚返

しにし，メンソレータム(薬品)のナースの絵を見て｢この子はか

わいいから｣と言って手で覆ったり裏面を向けてしまうなど,･現

実の人のみならずあらゆる目が気になり,恐怖心を抱いていた(第

10回)。

このころから少しずつ母親の口から,娘のことが語られ始めた。

小中学生時代の娘は周囲の人々 からも期待されていたが，それも

過去のものとなり，いまは悲観的になって疲れきっている母親の

心悩が明らかになってきた。転居してからは世間体が気になって

引きこもり．近所付き合いをまったくしていないという。母子と

もに同じような心境であることが浮か〔X上がってきた(第13回)。

１
１職

』,△腕■■

‘・溌蝿．

＝＝Ｌ

小児宕護第33巻第３号2010年３促
396

炉

Ｕ
・
星
錘

柊
画
厚
彦
，
画

ｒＬ
■

唱凸.4、喝 __垂_鐸･冒罵溝；
胃万T

1iiii；

Ｉ
r宗

鋪601且１，｜)H1~１－稀｢懇しいの｣と訴え為ので，その理由を熟わ

ると，「お雌さんがキリッとしているから｣｢いい顔しているのよ」
｢(母親の顔を見ると)どうしても悲しくなるの｣｢普通の顔(がい
い)｣｢お母さんの顔がとくにきれいすぎるわ｣｢悲しいところを全
部消してもらったらいい｣と珍しく丑みかけるように語った。自
宅でも母子川の緊狼が商まり，母親は｢いつもＷが緊張している

のがわかる｣というほどに気弱になった。次回には自宅で｢お母さ
んの言い方がバカ･お母さんの言い方がよすぎるから。やさしす
ぎるからバカ｣とl岬を怒賜り散らし,｢明11,-人で行ってこいI」
と母親を脚倒し，ついに外来通院を拒否した(第61回)。母子関
係は危機的状態になっていった屍

世‘

母子ともに抑うつ的になる やるのは馬鹿だ｣と蔵われた｡友人から｢あなたは-所懸命やるの

ね｣と言われたことを思い出して，自分はｲ”にも一所懸命やる

性分で,学校行那にはすごく熱中してしまう。本来の自分以上の

ことを人に見せようとするところがあると甘い｜い龍まで｢努力」

を座右の銘にして菰破ってきたと語るのだう蝿母親自身,いま
の娘と同じころ,高い自我理想を抱き,容姿にとぢわれて,やせ
願望が強かったことが明らかになった(第66回川．

四

このころ，処方薬の変更によって少し明るくなったがｂ向宅で

は録親に｢お雌さんの顔がキリッとしているから｣と言うなり級親

に乱暴するなど，衝動的行動は続いた。いつも強気な姿を見せて
いた母親も抑うつ的になってきた(第33回)。Ｍ子も悲しみがど

んどんひどくなると苦揃を訴え,薬をくれと要求するようになり，

抗うつ剤が処方された(弟37回)。すると'1郷側避傾向が減少し，
錐者の似顔絵を初めて而接中に描いた(jW41Iul)。自宅でも家事
を自発的に行うなど,活動性が高まった｡母親もこの変化を喜び；
家族で旅行に出かけられるまでになった(第44回)。

ヨ

噸霞峠僅鶏蕊巻
ましがられる存在で．期待の星だった。だからこ妙子の行動がい

つも気になってしまい．なにかあるとすぐに反応していた(第６８
回)。しかし，このような充実した日々 も父親の死によって急変
してしまったと，力なくiW縄のだった。

こうして母親は1.1分の失意体験を滞ることができるようにな
り，自らの生い立ちも述べるなかで，Ｂ市には中学から結婚する
まで住んでいたこと，祖母は社交的な人で自ら商売を営み，男ま
さりで商魂にたけてＪ１ﾉﾛー ,手八丁のやり手だったと言うのだっ
た。このような祖母に存てられた母親が問い間我理想をもつに

至ったことは容易に想像できた｡そうした環境で帝ち,娘にも大
きな期待をかけてきた自分が,い霞のような境遇にいることを容
易に受け止めることが困雌であったのであろう(鮒68回)。
次回の第69回のセッションでは．母親からＭ子がメンソレー

タムのナース像を気にしなくなったことが語られた。Ｍ子は第61
1,1から誠粁に直接会うことを避けていた祇第70向から再び会

母子関係は危機的状態へ
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母子双方が影響し合っていることの気づき

その後母親は，いま住んでいる地域の閉鎖性を雌い，母親自
身引け目をもっていて，内輪の話をしたくないと述べ．この子の
小学生時代は将来を期待されていたので娘のプライドも高く，気
も強かったこと，でも努力したのに報われなかったため，いまは
外出するときはとても緊狼してこわい，と衝うのだった。「この
子が緊張するのも私のせいかも。…１人で外出するときも緊張す
る。ここに来てからこうなった｣と自分の気排ちと娘の気持ちが
どこかで影郷し合っていることを感じ始めている械子だった。

母親の喪のH罵業

転居後のそうした母親の変化を，Ｍ子は｢母の要が恰好よすぎ
たり，ｷﾘｯと見えて私に合わない｣｢ここに来て１年経ったころ
から母の言莱がどんどん悪くなってきていろ｣｢ここに来て私も母
も少し悲しかったと思います｣と表現するまでになった。このよ
うに母子ともにＢ市へj脹居後の失意をしだいに説肝けるように
なったので,誠考は母親にＭ子が而接で語った内容を伝えると，
母親は｢(私は)現在ストレスが激しい｡神経質なところが増えた。
昔のように大きく櫛えていない｣と現在の心境を切々と率直に語
り始め，自分は体洲が悪く、ひどい食欲不披に陥っていると述べ
るのだった(節83回)。

次回でも母親は現在のつらさを語るなかで，雛も相談相手がい
なくて心理的に孤立した状況にあることが明らかになった。さら
には，自分は思桐Wのころとても潔癖な性格で,独身時代には極
度なダイエットをしたことや，こうした気性は自分の母親の影響
が強かったことを語り出した。思春期から肉感的な人には不潔感
を抱き嫌悪していて，いまでも乳房が大きな女性を見るといやに
なる｡だからM子は内分のことをお母さんらしくないと思ってい
るのだろうと内打するのだった。こんな自分になったのは，Ｍ子
が中学３年のとき，Ａ市からＢ市に転居してからだと振り返り，
当時から現在まで，Ｍ子は｢Ｂ市に来てからお雌さんは変わった」
と盛んに言うようになった。Ａ市では側けっ広げだったのに‘Ｂ
市に来てから周囲にどこか気取らざるを得なくなり，現在までそ
れを引きずっているというのだった(第84回)。
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｜’すると驚いたことに，まもなくＭ子はぎっしりと沸き記した４
枚のメモに，体育の時llljにＫさんの身体を見てショックを受けた
ことを番いて差し出した。「いつからそうなったかと言うと，晦
校の体育の時間にＫさんの御吠きいのを気にして，バレーボー
ル,バスケットボール．水泳があったときから人の体つき力流に

輔なり始めたのです」さらに次回には｢(悲しみ力続く)理山は私，､､

.‘小さいときからいままでず－つと心もlWi神も不順で，私は昔から
Ｊｆ‘電場ず-つと瞭碍があって，何となく私は幼惟くさいような頭で,勉
,．職もまだきちんとできてなくて，Ｉｌもおかしく見え，まゆ毛も下
がっておかしくて，Ａ市のとき，商校ｌ～３年まで障碍研(障碍
児のための特別繕成学級)に入っていたから｣と，高校に入学した
ときに受けたショックを記したのである(第78回)。
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Ｍ子の回復 なった。さら

年寄りに順帝

いう。そんな

つけたようだ

うを自ら｢(２

回)。

驚いたことに次回のセッションでＭ子は｢貿い物好きになった

わ｣と突然快活に母親に滞り始め,一緒に買い物に行くようになっ
た。面接でもＭ子は明らかに以前より明るく活動的になった(第
８６回)。その後も母親は過去を回想し続けた。自分はすぐに屍理
屈を言って自分を素戒に阻めないところが蚊いが,夫がいたとき
は彼が自分をずいぶん柔戦にしてくれたと思う。夫の病気は
ショックだった菰ずっと渚病したので大きなショックはなかつ，

た。夫が死んだ後，喫茶店を開こうと思ったので，］瓶の免許と調
理師の免詐を取った。当時はこのように行動力があった。娘の仕
事も:と汽交の教師と一緒になって懸命になって探したと言う。さら
に，母親は20歳のころ結婚前に，花嫁修行で洋裁学校に通って

いた。スタイルがよく目立つ存在だったので，学校でモデルをし・
た。校長からも期俳される:W:在だった。そのためやせを追求して

いた。結婚してからは娘には手作りの洋服をいつも瀞せていた。
役員もやりスーパーウーマンだったと言う。筆考が母親の苦労に
同情の念を示すと，「でも人が思うほど自分は苦労してきたと
は思っていない｣とすぐに反飴肩ﾘーるという一而は,相変わらず残っ
ていたｃそのことを伝えると，夫の存在の有り難みをつくづくと
思い出す様子だった。いまの住まいには30年ぶりに帰ったが；
周囲に親戚がいてつらい，過去の栄光が邪魔している，いまの姿
を知られたくない。いつも誰かがそばにいてがんじがらめにしば
られているような思いだと，いまの自分の救いようのない心情を
率直に語り，涙にくれながら，自重ぎみに｢私って．かわいくな
いですね｣と述べるのだった(鋪89回)。
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醜貌恐怖発症の直接の契機
鑓』
’ど３．．

以上，数年llljにわたる長期1mの治jiG経過を述べたがb経過を掘
り返ってみたとき,本那例から学ぶことは多々あることに気づく。
Ｍ子は学童期から化粧に強い関心を示していたが;彼女が容姿

にとらわれるようになった直接の契機は，高校2年時の第２次性
徴にまつわる心理的外傷体験であった。当時唯一の友達であった
女子生徒が自分より先に第２次性徴を迎え伽彼女の膨らんだ乳勝
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まで兄るのを拒んでいたテレビドラマをI‘1分から見たがるように”
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母親の高い自我理想の起源
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母親自身の性同一性を巡る葛藤

これまで本辿戦で繰り返し述べてきたように，前思獅Ⅲに起こ
る情緒的混乱にまつわる不安力吸収されるためには，身近な親，
とりわけ母親の存在が不可欠である。Ｍ子の例でも．心的外傷体
験を受けたこの時期,母親は急病で倒れた父親の蒋苅に忙殺され，
なおかつＭ子に対してはそれまでと同様に，学習の援助を行うこ
とに獅肋を傾けていた。このような要因が11tなって，この11洲Ｍ
子の不安は吸収されることなく，その後も存続していったと恩わ
h,るのである。
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このような女性像にかかわる録親の価値観が；側々の生活でＭ
子の心理に深い影聯を与えたであろうことは，子どものころから
はっきりとした目鼻立ちの女性の似顔絵を上手に描いていたこと
や‘学童期から化粧に強い関心を示していたことからうかがうこ
とができる、

９．

『涙.前思春期不安を吸収してくれる存在の欠如■


